
参考 プラン策定に当たって
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“多摩の明日を考えるワークショップ”の開催１

〈目的〉

〈テーマ〉

〈開催日、開催場所〉

〈対象者及び参加人数〉

〈実施方法〉

〈プログラム（ワークショップの進行）〉

多摩で地域活動に積極的に取り組んでいる方々を中心としたワークショップを

開催し、その成果をプランに取り入れることで、都民ファーストの都政の実現に

つなげる。

「２０２０年の先を見据えた、多摩の目指すべき姿について」

～多摩の持続的発展のために、何が必要か～

・平成 29 年５月 20 日（土曜日）12:30 ～ 16:30　あきる野 ルピア

・平成 29 年５月 21 日（日曜日）13:00 ～ 17:00　東京外国語大学

・ファシリテーターを置き、議論を進行

・１グループ５名程度で、６グループを編成して議論し、発表

①　セッション１前半は、「環境分析（外的環境：私達のまちの中にあるもの）」

として、各自で「Keep：残したいこと、変えたくないこと」、「Change：変

えたいこと」、「Grow：育てたいこと」の３つについて、思うことをワークシー

トに書き出し、模造紙を作成

②　セッション１後半は、「環境分析（内的環境：私たちの心の中にあるもの）」

として、各自で「Proud: 誇り」、「Sorry: 心残り」の２つについて、思うことをワー

クシートに書き出し、模造紙を作成

・多摩地域に在住・在勤（学）し、地域活動に積極的に取り組んでいる自治会、

NPO、ボランティア、事業者、学生などの方々から選定

・65 名（５月 20 日：31 名、21 日：34 名）

本プランの策定に当たって、多様な方々の意見・アイデアを取り入れるため、多

摩で地域活動に取り組んでいる方々を中心としたワークショップを開催しました。
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ワークショップの様子
（上:あきる野ルピア、下:東京外国語大学会場）

③　セッション２は「未来ビジョンの提示」として、理想のまちのイメージ～

2040 年のまちの姿～について各自でポストイットに記入、模造紙に貼付しグ

ループ内で発表

④　セッション３は「未来への懸け橋」として、前のセッションで完成した模造

紙を参考に、どんなことに取り組んで行けばいいのかを考えグループ内で共有、

アイデアをまとめ模造紙を作成

⑤　完成した模造紙をグループごとに会場の壁に貼付し、それを見学者も含め、

皆で自由に歩き見て回り、質問、意見交換等を行うという方法で発表（ギャラリー

ウォーク）

ファシリテーターの進行の下、３つの

セッションに分けてワークショップを実

施した。

参加者それぞれが、多摩地域の良さや、

改善すべき点、発展させていきたい部分

などに思いを巡らし、それを他の参加者

と共有・議論することで、多摩の目指す

べき未来について、グループ内での認識

を深めていった。

どのグループにおいても、「私は多摩

のここが好きだ」、「多摩をこうしたい」、

「多摩がこうであったらもっと便利だ」

などの意見が飛び交い、白熱した議論が

展開された。

ギャラリーウォークでは、各自がポス

トイットやシールを手に持ち、気に入った意見にコメントを残したり、「いいね」

と思った意見にシールを貼ったりし、また、その場で質問したりするなど、賑や

かな明るい雰囲気の発表の場となった。

〈当日の状況〉
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アイデアをまとめた模造紙

小池都知事がワークショップ（東京外国語大学会場）の様子を視察

ギャラリーウォークの様子

〈ファシリテーター〉

なお、21 日（東京外国語大学）には、小池都知事がワークショップの様子を

視察し、挨拶の後、各グループを回り、参加者と意見交換を行った。

・竹内　千寿恵　氏（ＮＰＯ法人ＭＹ style ＠ 代表理事）

・角田　 知行 　氏  （ＮＰＯ法人ＭＹ style ＠ 理事）

・友松　 恵子　 氏  （国際コーチ連盟認定 Associate Certified Coach

　　　　　　　　　  Coach KECO 代表）
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〈参加者（敬称略）〉

 

193 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

５月20日（あきる野ルピア）31名 ５月21日（東京外国語大学）34名

氏　名 所　属 氏　名 所　属

相澤　美沙子 ＮＰＯ法人フジの森 池上　直輝 多摩信用金庫

相羽　健太郎 相羽建設㈱ 石原　靖之 ㈱グッドライフ多摩

荒井　徹也 京王電鉄㈱　 市川　順子 作ろう！みんなのジモトWa-shoiパートナーシップ

市川　ひとみ 認定ＮＰＯ法人多摩こども劇場 市川　望美 非営利型株式会社Polaris 

大野　浩子 NPO法人子ども広場あそべこどもたち 岩下　光明 ㈱まちづくり立川

岡本　光子 NPO法人シーズネットワーク 小俣　みどり  NPO法人子育てネットワーク・ピッコロ

方瀬　りっか 東京学芸大学 小山田　佳代 一般社団法人教育支援人材認証協会

加戸　佐織 ㈲ユニゾン 北島　彩子 多摩信用金庫

神村　葉 創価大学（八王子学生委員会） 國廣　純子 青梅市中心市街地活性化協議会

栗山　丈弘 こだいら観光まちづくり協会 小坂　太一 自営業

菅原　和利 ㈱東京・森と市庭 小崎　奈央子 ㈱けやき出版

陶山　慎治 町田市鶴川地区協議会 小山　裕二郎 立川市役所

曽田　由紀子 ㈱ミゲル 佐藤　うらら ㈱にわと蔵

高橋　藍 一般社団法人アートレイツ 清水　雄一郎 清水農園

竹本　佳文 首都大学東京 下田　智道 下田みかん園

中島　大輔 ＮＰＯ法人青梅りんけん 関谷　昂 東京外国語大学

中平　健二朗 日野市役所 田口　友子 ㈱三菱総合研究所

西仲　鎌司 ㈱河内屋 竹中　裕子 NPO法人ちょうふ子育てネットワーク・ちょこネット

沼倉　正毅 奥多摩青梅レンタサイクル トレックリング 田中　えり子 くにたち地域コラボ

沼崎　明広 多摩信用金庫 堤　香苗 ㈱キャリア・マム

橋本　直子 小平はぐくみプロジェクト 殿田　俊三 東久留米市氷川台自治会

羽生　洋一郎 日の出町商工会 中村　璃沙 東京経済大学

羽村　綾那 羽村市役所 南部　良太 農業デザイナー

昼馬　よし江 西多摩マウンテンバイク友の会 濱原　幸恵 福生市公民館松林分館

堀池　喜一郎 好齢ビジネスパートナーズ 畑谷　貴美子 三鷹市・地域ケアネットワークしんなか

本間　博道 ㈱立飛ストラテジーラボ 蜂谷　樹乃 東京外国語大学

門田　裕子 イラストレーター 林　丈雄 ＮＰＯ法人エンツリー

溝口　常之 NPO法人ひの市民活動団体連絡会 菱沼　勇介 ㈱エマリコくにたち

山崎　健司 青梅市役所 平岡　恵美子 就活保健室

山本　大地 ㈱シグマ開発計画研究所 藤井　麻由美 府中市民活動センター運営プラッツ

山本　由佳理 八王子ママの会 藤田　昭江 AnniBirthColor

間瀬　英一郎 CESAくにたち

目澤　弘康 武蔵野市役所

横山　雅敏 小平市役所
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て

、
支

え
合

え
る

環
境

を
つ

く
る

た
め

、
三

世
代

近
居

を
　

推
進

（
Ｐ

1
2

9
）
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る
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映
状

況

地
域

の
高

齢
者

が
毎

日
楽

し
そ

う
に

集
っ

て
、

笑
顔

で
日

向
ぼ

っ
こ

し
て

い
る

高
齢

者
や

子
供

が
一

緒
に

な
っ

て
交

流
し

て
い

る
コ

ミ
ュ

ニ
テ

ィ
ス

ペ
ー

ス
が

た
く

さ
ん

あ
る

元
気

な
高

齢
者

を
増

や
す

（
高

齢
者

の
社

会
活

動
が

普
通

に
な

っ
て

い
る

）

ロ
ボ

ッ
ト

と
か

ナ
ノ

技
術

が
で

き
て

、
お

年
寄

り
で

も
自

由
に

移
動

で
き

た
り

活
動

で
き

る

広
域

に
つ

な
が

っ
た

道
路

・
交

通
ネ

ッ
ト

ワ
ー

ク
が

で
き

、
南

北
の

行
き

来
も

し
や

す
い

地
域

に 渋
滞

な
ど

が
な

く
誰

も
が

行
き

た
い

場
所

へ
自

由
に

行
け

る

多
摩

都
市

モ
ノ

レ
ー

ル
が

武
蔵

村
山

か
ら

町
田

ま
で

完
成

。
中

央
線

の
複

々
線

化
実

現

公
共

交
通

の
再

整
備

な
ど

、
移

動
手

段
の

充
実

コ
ミ

ュ
ニ

テ
ィ

バ
ス

な
ど

で
い

ろ
ん

な
と

こ
ろ

に
行

け
る

よ
う

に
な

っ
て

い
る

（
バ

ス
停

で
は

楽
し

げ
に

過
ご

す
人

た
ち

）

多
摩

が
自

動
運

転
先

進
地

に
（

車
の

免
許

が
い

ら
な

い
、

事
故

の
な

い
ま

ち
）

タ
ク

シ
ー

が
自

動
運

転

自
転

車
で

移
動

し
や

す
い

環
境

整
備

が
さ

れ
て

い
る

（
ブ

ル
ー

レ
ー

ン
）

高 齢 者

【
安

全
・
安

心
で
快

適
な
居

住
・
生

活
環

境
が

確
保

さ
れ

、
ゆ

と
り
あ
る
ラ
イ
フ
ス
タ
イ
ル

が
定

着
】

・
ま

ち
の

あ
ち

こ
ち

に
、

コ
ミ

ュ
ニ

テ
ィ

ス
ペ

ー
ス

や
　

ベ
ン

チ
な

ど
が

設
け

ら
れ

、
高

齢
者

や
子

供
な

ど
多

　
様

な
世

代
の

人
々

が
楽

し
く

語
ら

っ
て

い
る

　
（

Ｐ
1
2
4
）

・
元

気
な

高
齢

者
が

自
ら

の
経

験
や

知
識

を
生

か
し

て
、

　
生

涯
現

役
で

働
い

た
り

、
ボ

ラ
ン

テ
ィ

ア
活

動
を

し
　

た
り

す
る

な
ど

、
幅

広
く

社
会

で
活

躍
し

、
生

き
が

　
い

を
持

っ
て

暮
ら

し
て

い
る

（
Ｐ

1
2
4
）

・
介

護
ロ

ボ
ッ

ト
や

自
立

を
支

援
す

る
ロ

ボ
ッ

ト
を

活
　

用
し

な
が

ら
、

高
齢

者
や

障
害

者
は

安
心

で
快

適
な

　
日

常
生

活
を

送
っ

て
い

る
（

Ｐ
1
2
4
）

【
子

育
て
環

境
に
す
ぐ
れ

、
高

齢
者

な
ど
が

安
心

し
て
、
い
き
い
き
暮

ら
せ

る
ま
ち
づ
く
り
】

・
高

齢
者

が
住

み
慣

れ
た

地
域

で
自

分
ら

し
い

暮
ら

し
を

続
け

ら
れ

る
よ

う
、

高
齢

者
の

社
会

参
画

や
介

　
護

を
予

防
す

る
取

組
と

併
せ

て
ユ

ニ
バ

ー
サ

ル
デ

ザ
イ

ン
の

ま
ち

づ
く

り
を

進
め

る
（

Ｐ
1
3
0
）

・
地

域
包

括
ケ

ア
シ

ス
テ

ム
の

考
え

方
を

踏
ま

え
、

生
活

支
援

、
介

護
・

医
療

な
ど

の
サ

ー
ビ

ス
が

確
保

　
さ

れ
た

住
宅

や
多

世
代

交
流

が
可

能
な

高
齢

者
向

け
住

宅
の

供
給

を
促

進
（

Ｐ
1
3
0
）

・
高

齢
者

の
見

守
り

や
介

護
分

野
等

へ
の

ロ
ボ

ッ
ト

や
Ａ

Ｉ
、

Ｉ
ｏ

Ｔ
な

ど
の

先
端

技
術

の
活

用
に

つ
い

　
て

、
検

討
を

進
め

る
（

Ｐ
1
3
0
）

【
多

摩
ニ
ュ
ー
タ
ウ
ン
、
大

規
模

団
地

等
の

再
生

】
・

高
齢

者
や

障
害

者
が

安
心

し
て

外
出

で
き

る
よ

う
、

地
形

の
高

低
差

に
対

応
し

ユ
ニ

バ
ー

サ
ル

デ
ザ

イ
　

ン
に

も
配

慮
し

た
移

動
し

や
す

い
ま

ち
に

改
善

す
る

（
Ｐ

1
3
3
）

ワ
ー

ク
シ

ョ
ッ

プ
に

お
け

る
主

な
意

見
（

未
来

像
や

取
組

の
方

向
性

）
将

来
の

地
域

イ
メ

ー
ジ

（
抜

粋
）

施
策

の
方

向
性

（
抜

粋
）

道 路

【
道

路
・
交

通
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
が

充
実

し
、
自

由
自

在
な
移

動
と
交

流
が

実
現

】
・

三
環

状
道

路
な

ど
の

高
速

道
路

や
、

多
摩

南
北

・
東

　
西

道
路

、
南

多
摩

尾
根

幹
線

等
の

幹
線

道
路

の
整

備
　

が
進

み
、

道
路

ネ
ッ

ト
ワ

ー
ク

が
充

実
し

て
渋

滞
が

　
な

く
な

っ
て

い
る

（
Ｐ

1
4
1
）

・
道

路
ネ

ッ
ト

ワ
ー

ク
の

概
成

に
よ

り
自

動
車

交
通

が
　

円
滑

化
し

、
緑

の
歩

行
者

空
間

や
新

た
な

交
通

モ
ー

　
ド

の
導

入
な

ど
新

た
な

道
路

の
使

い
方

が
実

現
　

（
Ｐ

1
4
1
）

【
主

要
南

北
・
東

西
道

路
を
は

じ
め
と
す
る
道

路
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の

整
備

促
進

】
・

多
摩

地
域

の
渋

滞
解

消
等

に
資

す
る

多
摩

南
北

道
路

や
南

多
摩

尾
根

幹
線

の
整

備
に

加
え

、
利

便
性

の
　

向
上

に
よ

り
重

点
を

置
き

、
新

五
日

市
街

道
線

等
の

多
摩

東
西

道
路

の
整

備
を

推
進

（
Ｐ

1
4
3
）

・
「

東
京

に
お

け
る

都
市

計
画

道
路

の
整

備
方

針
（

第
四

次
事

業
化

計
画

）
」

に
基

づ
き

、
優

先
整

備
路

　
線

の
計

画
的

な
事

業
化

に
取

り
組

む
（

Ｐ
1
4
3
）

交 通

【
道

路
・
交

通
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
が

充
実

し
、
自

由
自

在
な
移

動
と
交

流
が

実
現

】
・

リ
ニ

ア
新

幹
線

、
多

摩
都

市
モ

ノ
レ

ー
ル

な
ど

の
交

　
通

ネ
ッ

ト
ワ

ー
ク

の
形

成
に

よ
り

、
多

摩
と

他
の

都
　

市
圏

の
企

業
や

大
学

、
研

究
機

関
等

を
結

ぶ
広

域
連

　
携

が
促

進
（

Ｐ
1
4
1
）

・
完

全
自

動
運

転
技

術
の

普
及

に
よ

り
、

デ
マ

ン
ド

交
　

通
と

し
て

好
き

な
場

所
ま

で
好

き
な

時
間

に
公

共
交

　
通

機
関

を
利

用
で

き
る

よ
う

に
な

り
、

誰
も

が
気

軽
　

に
外

出
し

、
交

流
を

楽
し

ん
で

い
る

（
Ｐ

1
4
1
）

・
自

転
車

走
行

空
間

が
整

備
さ

れ
、

自
転

車
で

快
適

に
　

移
動

が
で

き
る

よ
う

に
な

っ
て

い
る

（
Ｐ

1
4
1
）

【
公

共
交

通
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の

充
実

と
快

適
な
交

通
環

境
整

備
の

促
進

】
・

多
摩

都
市

モ
ノ

レ
ー

ル
や

Ｊ
Ｒ

中
央

線
の

複
々

線
化

な
ど

が
示

さ
れ

た
、

交
通

政
策

審
議

会
答

申
を

踏
　

ま
え

、
検

討
を

進
め

、
鉄

道
ネ

ッ
ト

ワ
ー

ク
を

充
実

さ
せ

る
（

Ｐ
1
4
6
）

・
多

摩
地

域
の

ア
ク

セ
ス

強
化

に
資

す
る

多
摩

都
市

モ
ノ

レ
ー

ル
延

伸
の

検
討

の
深

度
化

を
図

る
（

箱
根

　
ケ

崎
方

面
、

町
田

方
面

）
（

Ｐ
1
4
6
）

・
バ

ス
や

タ
ク

シ
ー

、
デ

マ
ン

ド
交

通
、

自
転

車
な

ど
の

交
通

モ
ー

ド
と

最
先

端
技

術
を

組
み

合
わ

せ
、

　
駅

を
中

心
と

し
た

誰
も

が
移

動
し

や
す

い
交

通
環

境
を

充
実

（
Ｐ

1
4
7
）

・
鉄

道
と

バ
ス

・
タ

ク
シ

ー
の

結
節

機
能

の
強

化
や

、
自

動
運

転
技

術
等

を
活

用
し

た
次

世
代

交
通

シ
ス

　
テ

ム
の

導
入

、
デ

マ
ン

ド
交

通
の

運
行

な
ど

、
地

域
の

交
通

の
充

実
に

向
け

た
市

町
村

の
取

組
を

支
援

　
（

Ｐ
1
4
7
）

・
交

通
不

便
地

域
に

お
い

て
、

自
動

運
転

な
ど

の
最

新
技

術
を

活
用

し
た

交
通

手
段

の
導

入
を

支
援

　
（

Ｐ
1
4
7
）

・
自

転
車

走
行

空
間

、
駐

輪
場

の
整

備
な

ど
に

よ
り

、
自

転
車

の
利

用
環

境
を

充
実

（
Ｐ

1
4
7
）
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大
企

業
等

の
研

究
所

が
集

ま
る

（
先

端
の

研
究

所
や

、
ベ

ン
チ

ャ
ー

の
誘

致
）

大
企

業
、

中
小

企
業

、
大

学
・

研
究

機
関

、
ベ

ン
チ

ャ
ー

に
よ

る
共

同
研

究

地
域

リ
ビ

ン
グ

・
ラ

ボ
（

市
民

、
企

業
、

大
学

、
行

政
の

共
同

研
究

の
場

）
に

お
け

る
対

話
に

よ
り

、
ニ

ー
ズ

と
シ

ー
ズ

の
マ

ッ
チ

ン
グ

、
イ

ノ
ベ

ー
シ

ョ
ン

環
境

が
生

ま
れ

る

技
術

力
の

あ
る

中
小

企
業

と
連

携
（

脱
下

請
け

）

個
人

店
、

商
店

街
が

復
活

し
て

い
る

観
光

地
と

し
て

の
地

位
を

確
立

し
て

い
る

（
観

光
名

所
が

増
え

、
多

く
の

観
光

客
が

楽
し

ん
で

い
る

）

自
然

を
生

か
し

た
体

験
型

ツ
ア

ー
（

エ
コ

ツ
ー

リ
ズ

ム
、

グ
リ

ー
ン

ツ
ー

リ
ズ

ム
な

ど
）

の
創

出 外
国

人
が

ゆ
っ

た
り

訪
れ

る
エ

リ
ア

多
摩

広
域

観
光

が
実

現
し

て
い

る

も
っ

と
み

ん
な

（
若

者
や

高
齢

者
な

ど
）

に
農

業
を

や
っ

て
も

ら
い

た
い

農
地

面
積

が
こ

れ
以

上
小

さ
く

な
ら

な
い

よ
う

に 住
と

農
業

の
融

合

学
校

の
授

業
の

中
で

農
業

体
験

が
あ

り
、

自
分

た
ち

で
育

て
た

も
の

を
給

食
で

食
べ

る
（

食
育

）

産 業

【
地

域
資

源
を
生

か
し
た
産

業
振

興
に
よ
り
地

域
活

性
化

が
図

ら
れ

、
身

近
な
場

所
で
働

け
る
ま
ち
】

・
大

企
業

等
の

研
究

所
が

集
積

す
る

と
と

も
に

、
新

し
　

い
研

究
や

産
業

に
積

極
的

に
挑

戦
で

き
る

場
を

求
め

　
て

、
国

内
外

か
ら

優
秀

な
人

材
が

集
ま

り
、

新
た

な
　

価
値

を
生

み
出

し
て

い
る

（
Ｐ

1
4
8
）

・
良

好
な

環
境

を
求

め
て

先
端

企
業

が
進

出
し

、
産

学
　

官
連

携
が

一
層

促
進

さ
れ

る
中

で
、

斬
新

な
発

想
か

　
ら

イ
ノ

ベ
ー

シ
ョ

ン
（

新
た

な
ビ

ジ
ネ

ス
）

が
次

々
　

に
生

ま
れ

て
い

る
（

Ｐ
1
4
8
）

【
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
の

創
出

や
地

域
産

業
の

維
持

・
発

展
】

・
大

規
模

工
場

跡
地

や
公

的
住

宅
の

建
替

え
創

出
用

地
等

を
活

用
し

、
地

元
自

治
体

や
民

間
企

業
な

ど
に

　
よ

る
イ

ノ
ベ

ー
シ

ョ
ン

創
出

に
向

け
た

拠
点

づ
く

り
を

支
援

（
Ｐ

1
5
0
）

・
市

町
村

と
連

携
し

つ
つ

、
ニ

ー
ズ

に
応

じ
た

柔
軟

で
複

合
的

な
土

地
利

用
を

展
開

す
る

こ
と

で
、

先
端

　
産

業
や

も
の

づ
く

り
な

ど
、

イ
ノ

ベ
ー

シ
ョ

ン
を

創
出

す
る

企
業

の
立

地
を

誘
導

（
Ｐ

1
5
0
）

・
駅

周
辺

の
開

発
等

の
機

会
を

捉
え

、
ビ

ジ
ネ

ス
マ

ッ
チ

ン
グ

機
能

の
導

入
や

イ
ン

キ
ュ

ベ
ー

シ
ョ

ン
施

　
設

の
整

備
を

誘
導

（
Ｐ

1
5
1
）

・
先

端
企

業
や

大
学

、
研

究
機

関
等

の
連

携
を

強
化

し
つ

つ
、

航
空

宇
宙

や
健

康
・

医
療

、
環

境
・

危
機

　
管

理
な

ど
、

成
長

が
見

込
ま

れ
る

産
業

分
野

へ
の

参
入

促
進

や
技

術
開

発
支

援
を

推
進

（
Ｐ

1
5
1
）

・
中

小
企

業
の

技
術

や
ノ

ウ
ハ

ウ
の

継
承

、
地

域
産

業
を

担
う

新
た

な
ネ

ッ
ト

ワ
ー

ク
の

構
築

等
を

行
う

　
と

と
も

に
、

地
域

コ
ミ

ュ
ニ

テ
ィ

の
核

で
も

あ
る

商
店

街
へ

の
支

援
を

通
じ

、
地

域
経

済
の

維
持

・
発

　
展

を
図

る
（

Ｐ
1
5
1
）

観 光

【
地

域
資

源
を
生

か
し
た
産

業
振

興
に
よ
り
地

域
活

性
化

が
図

ら
れ

、
身

近
な
場

所
で
働

け
る
ま
ち
】

・
東

京
2
0
2
0
大

会
を

契
機

に
、

豊
か

な
自

然
や

多
様

　
な

地
域

資
源

が
世

界
中

の
注

目
を

集
め

、
観

光
地

、
　

ス
ポ

ー
ツ

の
場

、
農

業
・

林
業

を
体

験
す

る
場

と
し

　
て

親
し

ま
れ

て
い

る
（

Ｐ
1
4
8
）

・
伝

統
文

化
や

食
、

産
業

、
自

然
な

ど
の

多
様

な
特

性
　

を
生

か
し

、
地

域
の

創
意

工
夫

に
よ

る
観

光
ま

ち
づ

　
く

り
が

行
わ

れ
、

世
界

中
か

ら
多

く
の

観
光

客
が

来
　

訪
（

Ｐ
1
4
8
）

【
国

内
外

か
ら
多

く
の

人
々

を
呼

び
込

む
観

光
ま
ち
づ
く
り
】

・
豊

か
な

自
然

や
、

歴
史

、
文

化
、

産
業

な
ど

、
多

摩
地

域
固

有
の

資
源

を
有

効
に

活
用

し
、

体
験

型
の

　
要

素
を

取
り

入
れ

た
観

光
ツ

ア
ー

造
成

等
を

推
進

（
エ

コ
ツ

ー
リ

ズ
ム

、
グ

リ
ー

ン
ツ

ー
リ

ズ
ム

等
）

　
（

Ｐ
1
5
3
）

・
見

学
・

体
験

ツ
ア

ー
等

へ
の

森
林

資
源

の
活

用
や

、
林

道
の

ト
レ

イ
ル

ラ
ン

コ
ー

ス
と

し
て

の
開

放
な

　
ど

、
産

業
と

し
て

の
重

要
性

を
啓

発
す

る
と

と
も

に
、

観
光

資
源

と
し

て
も

活
用

（
Ｐ

1
5
3
）

・
移

動
、

飲
食

、
宿

泊
等

、
様

々
な

場
面

に
お

け
る

多
言

語
対

応
を

進
め

る
（

Ｐ
1
5
3
）

・
観

光
関

連
団

体
や

商
工

関
連

団
体

、
商

店
街

、
自

治
体

な
ど

多
様

な
主

体
が

連
携

し
た

広
域

的
な

取
組

　
等

を
支

援
（

Ｐ
1
5
4
）

農 業 ・ ブ ラ ン ド 化

【
地

域
資

源
を
生

か
し
た
産

業
振

興
に
よ
り
地

域
活

性
化

が
図

ら
れ

、
身

近
な
場

所
で
働

け
る
ま
ち
】

・
農

地
の

保
全

が
進

み
、

そ
こ

で
世

界
に

誇
る

品
質

の
　

高
い

農
産

物
が

生
産

（
Ｐ

1
4
8
）

・
女

性
や

若
者

な
ど

多
様

な
担

い
手

が
、

都
市

農
業

に
　

従
事

す
る

傍
ら

、
農

家
レ

ス
ト

ラ
ン

を
経

営
す

る
な

　
ど

、
多

摩
産

農
産

物
の

地
産

地
消

が
進

む
と

と
も

に
、

　
多

摩
ブ

ラ
ン

ド
を

世
界

に
発

信
（

Ｐ
1
4
8
）

・
住

宅
地

の
近

く
に

あ
る

貸
し

農
園

で
は

、
土

に
触

れ
　

る
暮

ら
し

を
体

験
し

な
が

ら
、

採
れ

た
て

の
野

菜
を

　
楽

し
む

家
族

連
れ

な
ど

で
に

ぎ
わ

っ
て

い
る

　
（

Ｐ
1
4
8
）

【
都

市
農

業
の

振
興

】
・

女
性

や
若

者
、

企
業

、
Ｎ

Ｐ
Ｏ

法
人

な
ど

、
都

市
農

業
の

多
様

な
担

い
手

の
確

保
・

育
成

を
図

っ
て

　
い

く
（

Ｐ
1
5
6
）

・
生

産
緑

地
地

区
の

指
定

拡
大

を
図

る
と

と
も

に
、

農
地

周
辺

に
お

け
る

レ
ス

ト
ラ

ン
等

の
立

地
を

可
能

　
と

す
る

田
園

住
居

地
域

を
活

用
し

、
都

市
農

地
の

保
全

・
活

用
を

促
進

（
Ｐ

1
5
6
）

・
多

摩
産

農
産

物
の

学
校

給
食

へ
の

供
給

拡
大

や
産

地
見

学
会

等
、

食
育

を
通

じ
て

地
産

地
消

の
更

な
る

　
拡

大
に

つ
な

げ
て

い
く

ほ
か

、
市

民
農

園
等

の
整

備
や

学
校

教
育

と
の

連
携

な
ど

に
よ

り
、

多
様

な
農

　
作

業
の

体
験

機
会

の
充

実
を

図
っ

て
い

く
（

Ｐ
1
5
7
）

ワ
ー

ク
シ

ョ
ッ

プ
に

お
け

る
主

な
意

見
（

未
来

像
や

取
組

の
方

向
性

）
将

来
の

地
域

イ
メ

ー
ジ

（
抜

粋
）

施
策

の
方

向
性

（
抜

粋
）
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プ
ラ

ン
に

お
け

る
反

映
状

況

週
末

農
業

（
都

心
か

ら
も

通
え

る
ユ

ニ
フ

ォ
ー

ム
、

オ
シ

ャ
レ

な
収

穫
体

験
イ

ベ
ン

ト
の

開
催

な
ど

）

オ
ー

ベ
ル

ジ
ュ

、
ク

ラ
イ

ン
ガ

ル
テ

ン
を

多
摩

で
（

美
味

し
く

オ
シ

ャ
レ

な
農

業
の

イ
メ

ー
ジ

を
発

信
）

地
元

産
の

野
菜

や
果

物
が

い
っ

ぱ
い

（
地

産
地

消
の

推
進

、
フ

ル
ー

ツ
レ

ス
ト

ラ
ン

）

全
国

、
世

界
的

に
“

T
A
M

A
と

い
え

ば
○

○
”

と
い

う
ブ

ラ
ン

ド
が

あ
る

林
業

（
多

摩
産

材
）

の
さ

ら
な

る
ブ

ラ
ン

ド
化

多
摩

地
域

の
学

生
と

企
業

の
マ

ッ
チ

ン
グ

（
若

者
の

定
着

へ
）

女
性

の
「

働
く

」
を

ま
ち

が
全

力
で

支
援

し
て

い
る

職
住

近
接

と
テ

レ
ワ

ー
ク

の
推

進
（

通
勤

ラ
ッ

シ
ュ

緩
和

）

多
摩

に
サ

テ
ラ

イ
ト

オ
フ

ィ
ス

や
テ

レ
ワ

ー
ク

拠
点

が
た

く
さ

ん
、

保
育

園
に

は
コ

ワ
ー

キ
ン

グ
ス

ペ
ー

ス

地
元

で
様

々
な

仕
事

、
ビ

ジ
ネ

ス
が

生
ま

れ
、

働
く

場
所

が
た

く
さ

ん
あ

る
ま

ち
に

な
っ

て
い

る
（

若
者

や
女

性
の

起
業

支
援

）

祭
り

や
伝

統
文

化
が

、
変

わ
ら

ず
に

（
あ

る
い

は
進

化
し

て
）

受
け

継
が

れ
て

い
る

多
摩

ア
ー

テ
ィ

ス
ト

ビ
レ

ッ
ジ

（
の

整
備

）

ア
ー

ト
の

拠
点

や
、

イ
ベ

ン
ト

を
自

由
に

企
画

で
き

る
場

所
を

増
や

す

子
供

に
ア

ー
ト

の
力

（
想

像
力

、
創

造
力

）
を

育
む

（
大

人
と

子
供

が
一

緒
に

楽
し

め
る

文
化

体
験

イ
ベ

ン
ト

を
実

施
）

農 業 ・ ブ ラ ン ド 化

【
地

域
資

源
を
生

か
し
た
産

業
振

興
に
よ
り
地

域
活

性
化

が
図

ら
れ

、
身

近
な
場

所
で
働

け
る
ま
ち
】

・
女

性
や

若
者

な
ど

多
様

な
担

い
手

が
、

都
市

農
業

に
　

従
事

す
る

傍
ら

、
農

家
レ

ス
ト

ラ
ン

を
経

営
す

る
な

　
ど

、
多

摩
産

農
産

物
の

地
産

地
消

が
進

む
と

と
も

に
、

　
多

摩
ブ

ラ
ン

ド
を

世
界

に
発

信
（

Ｐ
1
4
8
）

・
住

宅
地

の
近

く
に

あ
る

貸
し

農
園

で
は

、
土

に
触

れ
　

る
暮

ら
し

を
体

験
し

な
が

ら
、

採
れ

た
て

の
野

菜
を

　
楽

し
む

家
族

連
れ

な
ど

で
に

ぎ
わ

っ
て

い
る

　
（

Ｐ
1
4
8
）

【
都

市
農

業
の

振
興

】
・

防
災

（
防

災
兼

用
の

農
業

用
井

戸
の

整
備

等
）

や
環

境
保

全
、

教
育

、
レ

ク
リ

エ
ー

シ
ョ

ン
、

コ
ミ

ュ
　

ニ
テ

ィ
形

成
な

ど
、

都
市

農
業

の
多

面
的

機
能

を
発

揮
さ

せ
る

地
元

自
治

体
の

取
組

を
支

援
　

（
Ｐ

1
5
7
）

【
集

約
型

の
魅

力
あ
ふ

れ
る
ま
ち
づ
く
り
】

・
空

き
地

や
耕

作
放

棄
地

を
農

園
付

き
住

宅
や

滞
在

型
農

園
と

し
て

活
用

す
る

な
ど

、
ゆ

と
り

あ
る

暮
ら

　
し

の
ニ

ー
ズ

へ
の

対
応

を
図

る
（

Ｐ
1
2
7
）

【
多

摩
産

品
の

ブ
ラ
ン
ド
化

の
推

進
】

・
独

自
の

Ｐ
Ｒ

や
販

売
方

法
の

検
討

、
加

工
品

な
ど

の
新

商
品

の
開

発
、

地
域

団
体

商
標

等
を

活
用

し
た

　
地

域
ブ

ラ
ン

ド
化

な
ど

に
よ

る
差

別
化

、
高

付
加

価
値

化
の

取
組

を
推

進
（

Ｐ
1
5
9
）

・
女

性
や

若
者

の
感

性
も

取
り

入
れ

た
６

次
産

業
化

に
よ

る
加

工
品

の
開

発
、

マ
ル

シ
ェ

へ
の

出
店

、
農

　
家

レ
ス

ト
ラ

ン
の

開
設

な
ど

、
創

意
工

夫
を

凝
ら

し
た

取
組

を
支

援
（

Ｐ
1
6
0
）

・
多

摩
産

材
の

普
及

、
利

用
拡

大
に

向
け

、
公

共
施

設
や

民
間

住
宅

な
ど

に
お

け
る

活
用

を
促

進
す

る
ほ

　
か

、
多

摩
産

材
を

使
用

し
た

デ
ザ

イ
ン

性
の

高
い

新
製

品
の

開
発

を
推

進
（

Ｐ
1
6
0
）

ワ
ー

ク
シ

ョ
ッ

プ
に

お
け

る
主

な
意

見
（

未
来

像
や

取
組

の
方

向
性

）
将

来
の

地
域

イ
メ

ー
ジ

（
抜

粋
）

施
策

の
方

向
性

（
抜

粋
）

働 き 方

【
地

域
資

源
を
生

か
し
た
産

業
振

興
に
よ
り
地

域
活

性
化

が
図

ら
れ

、
身

近
な
場

所
で
働

け
る
ま
ち
】

・
主

要
な

駅
周

辺
な

ど
に

テ
レ

ワ
ー

ク
拠

点
が

整
備

さ
　

れ
、

ま
た

、
保

育
園

に
コ

ワ
ー

キ
ン

グ
ス

ペ
ー

ス
が

　
で

き
る

な
ど

、
職

住
近

接
や

柔
軟

な
働

き
方

が
定

着
　

（
Ｐ

1
4
8
）

・
女

性
や

若
者

の
起

業
が

盛
ん

で
、

地
元

で
様

々
な

仕
　

事
、

ビ
ジ

ネ
ス

が
生

ま
れ

て
い

る
（

Ｐ
1
4
8
）

【
身

近
な
地

域
で
働

け
る
環

境
の

整
備

】
・

求
職

者
の

特
性

に
応

じ
た

キ
ャ

リ
ア

カ
ウ

ン
セ

リ
ン

グ
、

セ
ミ

ナ
ー

、
職

場
体

験
、

職
業

紹
介

ま
で

、
　

雇
用

就
業

に
関

す
る

一
貫

し
た

サ
ー

ビ
ス

を
ワ

ン
ス

ト
ッ

プ
で

提
供

（
Ｐ

1
6
2
）

・
誰

も
が

、
場

所
や

時
間

に
と

ら
わ

れ
な

い
柔

軟
な

働
き

方
が

で
き

る
よ

う
、

在
宅

勤
務

や
サ

テ
ラ

イ
ト

　
オ

フ
ィ

ス
を

活
用

し
た

テ
レ

ワ
ー

ク
の

普
及

を
図

る
（

Ｐ
1
6
2
）

・
二

地
域

居
住

や
サ

テ
ラ

イ
ト

オ
フ

ィ
ス

、
Ｓ

Ｏ
Ｈ

Ｏ
な

ど
空

き
家

の
新

た
な

利
活

用
を

誘
導

す
る

と
と

　
も

に
、

廃
校

を
職

住
複

合
型

施
設

へ
リ

ノ
ベ

ー
シ

ョ
ン

す
る

な
ど

、
住

み
働

け
る

場
を

充
実

　
（

P
1
6
2
）

・
イ

ン
キ

ュ
ベ

ー
シ

ョ
ン

施
設

等
の

整
備

を
行

う
事

業
者

へ
の

支
援

や
、

セ
ミ

ナ
ー

・
交

流
会

の
開

催
な

　
ど

に
よ

り
、

若
者

や
女

性
、

高
齢

者
な

ど
の

起
業

・
創

業
の

取
組

を
推

進
（

Ｐ
1
6
2
）

文 化

【
東

京
2
0
2
0
大

会
等

の
レ
ガ
シ
ー
も
生

か
し
た
、
文

化
・
ス

ポ
ー
ツ
が

盛
ん
な
ま
ち
】

・
多

摩
地

域
の

郷
土

芸
能

な
ど

の
普

及
・

継
承

を
推

進
　

す
る

担
い

手
が

育
成

さ
れ

て
お

り
、

伝
統

文
化

が
、

　
変

わ
ら

ず
に

受
け

継
が

れ
、

地
域

の
人

々
に

郷
土

愛
　

が
育

ま
れ

て
い

る
（

Ｐ
1
6
3
）

・
歩

道
や

公
園

な
ど

で
は

、
芸

術
的

な
ス

ト
リ

ー
ト

フ
ァ

　
ニ

チ
ャ

ー
が

随
所

に
見

ら
れ

、
ラ

イ
ブ

パ
フ

ォ
ー

マ
　

ン
ス

の
舞

台
と

し
て

活
用

さ
れ

る
な

ど
、

誰
も

が
気

　
軽

に
芸

術
活

動
を

楽
し

め
る

場
が

広
が

っ
て

い
る

　
（

Ｐ
1
6
3
）

【
地

域
資

源
を
生

か
し
た
文

化
の

振
興

】
・

あ
ら

ゆ
る

人
々

が
様

々
な

場
で

創
作

活
動

へ
参

加
、

鑑
賞

体
験

で
き

る
機

会
等

を
提

供
（

Ｐ
1
6
5
）

・
空

き
家

等
に

芸
術

家
の

活
動

の
場

を
誘

導
す

る
な

ど
、

既
存

ス
ト

ッ
ク

を
有

効
に

活
用

（
Ｐ

1
6
6
）

・
公

共
施

設
の

未
利

用
ス

ペ
ー

ス
を

ア
ト

リ
エ

や
工

房
等

に
リ

ノ
ベ

ー
シ

ョ
ン

す
る

こ
と

な
ど

に
よ

り
、

　
地

域
の

文
化

活
動

の
場

づ
く

り
を

誘
導

（
Ｐ

1
6
6
）

・
学

校
や

公
民

館
等

の
身

近
な

場
所

に
お

い
て

、
様

々
な

分
野

の
芸

術
家

と
の

交
流

や
芸

術
文

化
体

験
　

が
で

き
る

「
場

」
を

創
出

（
Ｐ

1
6
5
）

・
小

中
学

生
等

を
対

象
と

し
た

伝
統

文
化

体
験

プ
ロ

グ
ラ

ム
や

、
伝

統
文

化
の

真
髄

を
外

国
人

に
伝

え
　

る
体

験
プ

ロ
グ

ラ
ム

を
展

開
（

Ｐ
1
6
6
）

195



　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

プ
ラ

ン
に

お
け

る
反

映
状

況

都
心

的
だ

け
ど

自
然

の
温

も
り

が
ま

ち
に

溢
れ

て
い

る
（

都
市

と
自

然
の

絶
妙

な
バ

ラ
ン

ス
）

自
然

豊
か

で
四

季
の

移
り

変
わ

り
が

分
か

る
環

境
（

ど
こ

に
住

ん
で

も
、

里
山

、
雑

木
林

、
畑

、
川

、
用

水
路

な
ど

の
水

と
緑

が
そ

ば
に

あ
る

）

身
近

な
と

こ
ろ

に
あ

る
大

自
然

。
里

山
、

緑
を

大
切

に
し

た
い

自
然

の
生

き
物

残
っ

て
欲

し
い

（
ザ

リ
ガ

ニ
、

メ
ダ

カ
、

お
た

ま
じ

ゃ
く

し
な

ど
）

多
摩

の
自

然
を

生
か

し
た

教
育

、
ア

ク
テ

ィ
ブ

ラ
ー

ニ
ン

グ
。

多
摩

の
自

然
の

中
で

余
暇

を
過

ご
せ

る
ア

ク
テ

ィ
ブ

プ
ラ

ン

エ
ネ

ル
ギ

ー
の

地
産

地
消

（
自

然
エ

ネ
ル

ギ
ー

が
普

通
の

家
で

当
た

り
前

の
よ

う
に

使
わ

れ
て

い
る

）

自
然

で
遊

べ
る

人
、

エ
ネ

ル
ギ

ー
を

取
り

出
せ

る
人

が
増

え
る

ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
に
お
け
る
そ
の

他
の

特
徴

的
な
意

見
（
未

来
像

、
取

組
の

方
向

性
）

・
首

都
を

多
摩

セ
ン

タ
ー

か
立

川
あ

た
り

に
し

た
い

　
　

・
国

会
議

事
堂

を
奥

多
摩

へ
　

　
・

多
摩

迎
賓

館
を

　
　

・
多

摩
"県

"に
な

る
　

　
・

空
い

て
い

る
団

地
を

ホ
テ

ル
に

す
る

・
ぐ

る
っ

と
多

摩
線

。
た

ま
エ

リ
ア

の
山

手
線

み
た

い
な

線
路

　
　

・
自

動
運

転
車

が
移

動
オ

フ
ィ

ス
に

　
　

・
セ

グ
ウ

ェ
イ

(無
料

)で
街

を
ス

イ
ス

イ
・

ド
ロ

ー
ン

配
送

、
気

球
配

送
に

よ
る

物
流

活
性

化

・
毎

週
金

曜
日

は
野

菜
を

通
貨

に
　

　
・

プ
レ

ミ
ア

ム
エ

ブ
リ

デ
イ

の
導

入
(1

5
時

退
社

、
多

摩
限

定
)　

　
・

沖
縄

じ
ゃ

な
く

て
奥

多
摩

に
リ

ゾ
ー

ト
オ

フ
ィ

ス
の

誘
致

を

・
多

摩
の

テ
レ

ビ
局

（
地

上
波

）
誕

生
　

　
・

ロ
ハ

ス
エ

リ
ア

特
区

　
　

・
娘

が
米

国
に

留
学

し
て

い
て

、
ち

ょ
く

ち
ょ

く
横

田
空

港
(西

東
京

国
際

空
港

)に
笑

顔
で

帰
っ

て
く

る
　

　

・
「

多
摩

の
伝

道
師

」
養

成
講

座
(さ

か
な

ク
ン

の
多

摩
版

を
生

み
出

す
) 

→
 伝

道
師

が
メ

デ
ィ

ア
に

露
出

し
、

多
摩

を
面

白
く

伝
え

る

・
お

金
や

エ
ネ

ル
ギ

ー
に

頼
ら

な
い

暮
ら

し
を

し
て

い
る

。
自

分
で

発
電

で
き

て
い

る
。

鶏
の

フ
ン

で
ガ

ス
が

作
れ

る
、

鶏
は

食
す

エ ネ ル ギ ー

【
豊

か
な
自

然
と
の

共
生

が
図

ら
れ

、
環

境
に
も
優

し
い
ス

マ
ー
ト
な
ま
ち
】

・
再

生
可

能
エ

ネ
ル

ギ
ー

の
導

入
や

水
素

社
会

実
現

に
　

向
け

た
取

組
、

省
エ

ネ
ル

ギ
ー

対
策

な
ど

の
推

進
に

　
よ

り
、

エ
ネ

ル
ギ

ー
の

地
産

地
消

が
進

み
、

低
炭

素
　

な
ま

ち
と

な
っ

て
い

る
（

Ｐ
1

7
0

）

【
再

生
可

能
エ
ネ
ル

ギ
ー
・
水

素
エ
ネ
ル

ギ
ー
の

普
及

拡
大

】
・

豊
か

な
自

然
な

ど
を

活
用

し
た

、
地

域
特

性
に

応
じ

た
再

生
可

能
エ

ネ
ル

ギ
ー

導
入

の
取

組
を

支
援

す
　

る
こ

と
で

、
そ

の
普

及
拡

大
を

促
進

（
Ｐ

1
7

9
）

・
家

庭
で

の
エ

ネ
ル

ギ
ー

利
用

の
高

度
化

推
進

の
た

め
、

家
庭

用
燃

料
電

池
や

太
陽

光
発

電
、

エ
コ

ハ
ウ

　
ス

な
ど

の
普

及
と

と
も

に
、

Ｉ
ｏ

Ｔ
や

Ａ
Ｉ

等
の

先
端

技
術

を
活

用
（

Ｐ
1

7
9

）

ワ
ー

ク
シ

ョ
ッ

プ
に

お
け

る
主

な
意

見
（

未
来

像
や

取
組

の
方

向
性

）
将

来
の

地
域

イ
メ

ー
ジ

（
抜

粋
）

施
策

の
方

向
性

（
抜

粋
）

自 然

【
豊

か
な
自

然
と
の

共
生

が
図

ら
れ

、
環

境
に
も
優

し
い
ス

マ
ー
ト
な
ま
ち
】

・
水

や
緑

な
ど

の
豊

か
な

自
然

が
適

切
に

保
全

さ
れ

て
　

お
り

、
都

市
と

自
然

と
の

調
和

が
適

度
に

図
ら

れ
て

　
い

る
中

で
、

潤
い

の
あ

る
住

環
境

が
実

現
　

（
Ｐ

1
7

0
）

・
生

物
多

様
性

の
保

全
に

向
け

た
取

組
が

進
め

ら
れ

、
　

希
少

種
も

含
め

た
多

様
な

動
植

物
が

生
息

・
生

育
　

（
Ｐ

1
7

0
）

・
里

山
が

保
全

さ
れ

、
環

境
学

習
の

場
と

し
て

活
用

さ
　

れ
る

と
と

も
に

、
持

続
可

能
性

と
生

物
多

様
性

を
併

　
せ

持
つ

里
山

文
化

が
発

信
（

Ｐ
1

7
0

）

・
豊

か
な

自
然

環
境

の
中

で
の

本
格

的
な

ア
ウ

ト
ド

ア
　

ス
ポ

ー
ツ

が
注

目
を

集
め

、
国

内
外

か
ら

多
く

の
人

　
々

が
集

ま
っ

て
い

る
（

Ｐ
1

7
0

）

【
水

と
緑

の
保

全
】

・
河

川
の

水
辺

空
間

で
の

緑
化

を
進

め
、

都
市

公
園

や
街

路
樹

等
と

有
機

的
に

緑
を

つ
な

げ
る

こ
と

で
、

　
水

と
緑

の
ネ

ッ
ト

ワ
ー

ク
を

更
に

充
実

（
Ｐ

1
7

2
）

・
良

好
な

自
然

地
や

歴
史

的
遺

産
と

一
体

に
な

っ
た

樹
林

等
を

保
全

地
域

と
し

て
定

め
、

丘
陵

地
に

残
る

　
里

山
や

樹
林

地
な

ど
、

残
さ

れ
た

貴
重

な
自

然
環

境
の

保
全

を
図

る
（

Ｐ
1

7
2

）

・
都

市
公

園
・

自
然

公
園

な
ど

を
多

様
な

生
物

が
生

息
・

生
育

で
き

る
エ

コ
ロ

ジ
カ

ル
・

ネ
ッ

ト
ワ

ー
ク

　
の

拠
点

に
す

る
と

と
も

に
、

生
物

多
様

性
の

保
全

、
普

及
啓

発
を

進
め

る
（

Ｐ
1

7
3

）

【
自

然
公

園
等

の
環

境
整

備
】

・
ボ

ル
ダ

リ
ン

グ
や

キ
ャ

ニ
オ

ニ
ン

グ
な

ど
、

自
然

や
地

形
を

活
用

し
た

様
々

な
ア

ク
テ

ィ
ビ

テ
ィ

や
ス

　
ポ

ー
ツ

を
楽

し
め

る
環

境
を

実
現

す
る

と
と

も
に

、
ア

ク
セ

ス
ル

ー
ト

を
確

保
（

Ｐ
1

7
6

）

・
森

林
セ

ラ
ピ

ー
イ

ベ
ン

ト
な

ど
の

多
様

な
自

然
体

験
プ

ロ
グ

ラ
ム

等
に

よ
り

、
生

態
系

サ
ー

ビ
ス

を
実

　
感

し
、

理
解

を
深

め
る

場
を

提
供

（
Ｐ

1
7

6
）

・
自

然
体

験
を

通
じ

て
都

民
が

広
く

生
物

多
様

性
に

つ
い

て
学

べ
る

よ
う

、
都

市
公

園
や

自
然

公
園

な
ど

　
に

お
い

て
、

環
境

学
習

に
役

立
つ

施
設

を
確

保
（

Ｐ
1

7
7

）
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○ 各章に対する主な御意見・アイデア 

 

御意見・アイデアの概要 プランへの反映 

Ⅰ章 策定の意義及び策定に当たっての基本的考え方 

「多摩の振興プラン」の位置づけや他の計

画との関係性を示してほしい。 

（策定に当たっての基本的考え方）

（P.３） 

 

都民及び市町村からの意見の反映 ２ 

本プランの策定に当たって、都民の皆様や市町村等からのからの御意見を反映

するため、平成 29 年５月 29 日に素案を公表し、パブリックコメント及び市町村

への意見照会を実施しました。 

【実施期間】 平成 29 年５月 29 日から６月 29 日まで 

【受 付 数】 13 通 

【意 見 数】 49 件 

都民への意見募集（パブリックコメント） 

【実施期間】 平成 29 年５月 29 日から６月 29 日まで 

【受 付 数】 24 市町村 

【意 見 数】 118 件 

市町村への意見照会 

都民及び市町村からの意見の反映2

都民への意見募集（パブリックコメント）

市町村への意見照会

【実施期間】　平成29年５月29日から６月29日まで
【受 付 数】　13通
【意 見 数】　49件

【実施期間】　平成29年５月29日から６月29日まで
【受 付 数】　24団体
【意 見 数】　118件

〈各章に対する主な御意見・アイデア〉

本プランの策定に当たって、都民の皆様や市町村からの御意見を反映するため、

平成 29 年５月 29 日に素案を公表し、パブリックコメント及び市町村への意見照

会を実施しました。
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御意見・アイデアの概要 プランへの反映 

Ⅳ章 多摩を取り巻く状況 

ポテンシャルが高い観光資源として、狭山

丘陵を加えてほしい。 

多摩を取り巻く状況（観光） 

（P.48） 

研究施設が集積している要因として、落ち

着いた環境と都心へのアクセス性の評価が

高いという点が評価されている旨を記述し

てほしい。 

多摩を取り巻く状況（産業・雇用）

（P.50） 

企業の研究施設の集積が強くなっているこ

とを、南多摩エリアの特性として、記述し

てほしい。 

エリア別 南多摩エリア 

（P.61） 

Ⅴ章 実行プランを踏まえた当面の取組 

第４次事業化計画を着実に推進して欲し

い。 
(２)

［取組１］主要南北・東西道

路をはじめとする道路ネット

ワークの形成 

（P.91） 

多くの外国人留学生が在学する多摩地域に

おいて、留学生の就職支援や、中小企業の

人材不足を解消するために海外の大学生の

就職支援（高度人材）の視点が必要 

(３)

［取組１］イノベーションの

創出や地域産業の維持・発展

（P.99） 

西南部物流拠点候補地を図示してほしい。 (３)

［取組１］イノベーションの

創出や地域産業の維持・発展

（P.99） 

Ⅵ章 2020 年の先を見据えた目指すべき地域像と施策の方向性 

空き家を保育所や高齢者向け住宅等へ改修

するなど、福祉の充実に資する施設として

の活用を促進する考え方も必要 

(１)

（施策の方向性１）集約型の

魅力あふれるまちづくり 

（P.126） 

待機児童の解消については、民間の力を活

用した取り組みも積極的に導入するべき。
(１)

（施策の方向性２）子育て環

境にすぐれ、高齢者などが安

心して、いきいき暮らせるま

ちづくり 

（P.129） 
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御意見・アイデアの概要 プランへの反映 

高齢者になっても、安全・安心で健康的な

生活を送ることができるよう、ヒートショ

ック等の健康へのリスクが少ない住宅の提

供や改修に取り組んでほしい。 

(１)

（施策の方向性２）子育て環

境にすぐれ、高齢者などが安

心して、いきいき暮らせるま

ちづくり 

（P.130） 

防災力の更なる向上のためには、立川広域

防災基地が重要であり、そのための輸送経

路が必要 

(１)

（施策の方向性５）地域の暮

らしを守る防災力の強化 

（P.140） 

自転車走行空間の整備や自転車シェアリン

グの普及促進だけでなく、自転車駐車場の

整備を促進してほしい。 

(２)

（施策の方向性２） 

公共交通ネットワークの充実

と快適な交通環境整備の促進

（P.147） 

ホームドアの設置など、鉄道駅のバリアフ

リー化について、公共交通で快適に生活で

きるまちの実現という観点から、推進して

いくべき。 

(２)

（施策の方向性２） 

公共交通ネットワークの充実

と快適な交通環境整備の促進

（P.147） 

企業による農業参入を促進するべき。 (３)

（施策の方向性３）都市農業

の振興 

（P.156） 

日常的に農業に触れる機会を増やし、学校

教育等と連携した体験型のプログラムを実

行できる場を作ってほしい。 

(３)

（施策の方向性３）都市農業

の振興 

（P.157） 

コミュニティビジネスに対する創業支援策

を推進すべき。 
(３)

（施策の方向性５）身近な地

域で働ける環境の整備 

（P.162） 

「水と緑のネットワーク」を更に充実させ

てほしい。 
(５)

（施策の方向性１）水と緑の

保全 

（P.172） 
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御意見・アイデアの概要 プランへの反映 

エネルギーの自立や環境負荷低減に役立つ

家庭用燃料電池の普及促進を図るべき。 
(５)

（施策の方向性３）再生可能

エネルギー・水素エネルギー

の普及拡大 

（P.179） 

Ⅶ章 目指すべき地域像の実現に向けて 

従来型のブロック区分だけでなく、鉄道や

河川等行政区分を超えて共有している交

通・環境・観光資源を軸とした回遊性や地

域経済の活性化に寄与するエリア区分の視

点も必要 

（市町村間の広域連携、多様な主体

との連携） 

（P.182） 

用語解説 

専門用語に注釈を加えてほしい。 
用語解説 

（P.201） 

 

 

○ その他の御意見・アイデアの概要 

 

意見・アイデアの概要 

地域の用途別の土地全体をどのように活用するかを考えて、施策を検討すべき。

多摩の大画地問題とも関連づけて、地域と連動した企業誘致戦略を持ち、産業創

生、定住人口の確保を図るべき。 

交通機関や道路の標識を高齢者にとって分かり易く、日本語を大きくし表示して

ほしい。 
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